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お知らせ

日系企業の
海外事業展開をサポート

⼯作機械・⾦属加⼯国際⾒本市

メタレックス2022

東京都SMEがユニーク技術紹介

  ASEAN 最大級となる工作機械・金属加工関連の国

際見本市「メタレックス（METALEX）2022」が 11 月

16 日から 19 日までバンコク国際貿易展示センター

（BITEC）で開催された。2500 を超えるブランドの

工作機械および金属加工技術のプロバイダーが新た

な製品やソリューションを披露し合う同イベントは

今年で 36 回目となり、4 日間の来場者数は 8 万

6011 人となった（主催者発表）。

  東京都中小企業振興公社は今年 10 月開催の「フー

ド＆ホスピタリティ・タイランド 2022」に続いて

ブースを設置。9 社の出展をサポートした。当初、

10 社を超える出展が予定されていたが、募集時期

が春先だったことから、新型コロナ禍による海外展

開計画の見直し時期とぶつかり数社が出展を中止。

このほか原油高による航空運賃高騰で渡航費が跳ね

上がったことも参加の壁を上げることになった。

  それでもオンリーワン技術、ユニーク技術を持つ

東京都内に拠点を置く中小企業（SME）の出展は来

場者の関心を引いていた。タイ政府が推進するグ

リーン経済に呼応する技術をタイで紹介したのが次

世代ナノコーティングガラス事業を展開するシステ

ムブレイン社（東京都新宿区）だ。同社は水を分子

構造から変えてガラスコーティング剤に生成させる

技術で国際特許を取得している。このコーティング

剤を対象物に塗布することで 20 ～ 60 ナノメートル

の薄いガラスシールド膜を形成。これにより自動車

の場合、新車時の自然で瑞々しい輝きを取り戻すこ

とができ、その後も月 1～ 2 回の水洗いだけでその

状態を長期間持続できる。従来のコーティング製品

にはさまざまな化学物質が含まれているが、同社は

水と無機質の自然鉱物のみ使用。そのため、施工後

はそのまま排水することができる。現在、世界 26

カ国でフランチャイズ展開をしており、大手企業も

採用。タイでは 2011 年からメルセデス・ベンツの

【第2面に続く】

システムブレイン社の神田社長（左）と甲田係長

東京都中小企業振興公社ブース

https://www.alsok.co.th/
https://bangkokshuho.com/wp-content/uploads/2020/06/NGE.pdf
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タイ事務所

タイ現地法人が顧客となっている。

  同社はカーコーティングを主力事業として 2008 年に東京都江

東区で創業したが、現在は自動車に止まらず、鉄道・飛行機といっ

た移動物のほか、商業ビル・住宅など建造物、ソーラーパネルに

おけるコーティングにも特許技術を応用している。建造物のカビ・

錆・雨シミなどあらゆる汚れを除去するメンテナンスでは、独自

に調合した洗浄剤とガラスコーティング（前出）を併用した洗浄

コーティング工法を開発。環境に配慮した安全性の高い洗浄シス

テムは日本の環境省にも認められ、皇居二重橋広場の側溝のカビ

取り洗浄を依頼されている。

　今回の出展したのは同社の工法を使ったコーティングやメンテ

ナンスを行う代理店を探すため。日本では約 50 社の施工代理店

と契約しているが、タイでは建造物のメンテナンス施工業者はま

だないという。神田智一社長は、「スクラップ＆ビルトではなく、

古いモノを可能な限り活かすことも環境保全につながる」と指摘。

同社の洗浄コーティング技術でそれが可能となると力を込めた。

　ユニークな製品として注目

を集めたのが、製造業を支え

る素形材（鋳造品）を製作す

る明治 22 年創業のキャスト社

（東京都千代田区）の出品した

フォークリフト専用アタッチ

メントだ。フォークリフトに

装着するだけで除雪のほか、

産業廃棄物の移動、牧場での

堆肥かきだしなどを行うこと

のできる日本でも珍しい製品

だ。素材は産業ロボットにも

使われるダクタイル鋳鉄で、耐久期間は約 10 年。日本での用途

は工場内の除雪が 8割、その他が 2割となっており、若林誠社長は、

農業国のタイでは牧場で利用される可能性があると考え、市場調

査のために出展したと話す。

　日本国内ではすでに 200 本以上売れているが、海外での出品は

タイが初めて。そのため、ブース来訪者は「見たことがない」と

口を揃えたが、農業関係者および産業廃棄物処理業者のほか、

フォークリフトおよび同アタッチメントの販売店が同製品の扱い

に関心を示したとのことだ。

イノフィス
　介護福祉機器・産業用特殊機器

の開発・製造などを主力事業とす

る大学発ベンチャー、イノフィス

（東京都新宿区／東京理科大学内）

は、中腰作業の課題を解消するア

シストスーツの PR のため出展し

た。

　中腰姿勢での長時間作業は腰の

負担が増え、作業能率が低下。職

場環境への不満につながり、定着

率を低下させることにもなりかね

ない。この経営課題解決のため、同社は 2000 年から腰を補助す

るためのアシストスーツ開発に着手。14 年に初期型の商品化に成

功し、その後、改良を重ね、タイでは今年から商社を通じた販売

が始まった。

【第1面から続く】

【第3面に続く】

イノフィスが開発した腰補助用スーツ（左）

東京都中⼩企業振興公社ブース出展企業

キャスト社の若林社長（左）

https://www.tho.tokyo-trade-center.or.jp/jp/contact/
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  今回、ブースを訪れた来場者の大半が在タイ日系企業関係者で

あり、従業員の健康管理のため購入を希望するケースが多かった

という。

特殊阿部製版所
  特殊印刷や二次加工分野に特化した製版と副資材の専門メー

カーである特殊阿部製版所（東京都江東区）は 2 回目のメタレッ

クス出展となった。同社が扱うのは、①例えば、化粧品パッケー

ジやカーエアコンの吹き出し口のシルバー部分などに使うホット

スタンプ②車の内装パーツ、カメラ、時計バンドなどに柔らかい

ゴムパッドでインクを転写するバッド印刷③ビール缶やヨーグル

トカップなど円筒形状のものに対応するドライオフセット―の 3

分野だ。阿部義一社長によれば、この 3 分野すべてに蓄積された

ノウハウを持ち、新技術の開発を進めている会社は日本でも珍し

いという。

  1961 年創業の同社がタイに事業所を設立したのは 2015 年。タ

イでは車やカメラパーツのインジェクション成形の後工程で印刷

を必要とする会社との取引が中心となる。競合のタイローカルは

複数おり、価格競争では勝てないが、用途に応じた印刷方法を提

案するなど技術サポートの手厚さで在タイ日系企業の顧客が増え

ている。

  タイ事業所では印刷に必要な印刷資材や治具などを生産してい

るが、今後はゴルフボールへの名入れなど顧客からの要望の多い

印刷請負も拡大していくという。すでに在タイ日本人を主対象と

するウエブサイト（https://nairegolf-th.com/）を立ち上げて

おり、ホールインワン記念ボールの印刷依頼などを受けている。

（倉林義仁記者）

【第2面から続く】 特殊阿部製版所の阿部社長

タイ国内のコロナ感染者・死者数　前週を上回る
  タイ国内の新型コロナ感染者であるが、保健当局は現在、1 週

間ごとの発表に変更しており、直近の統計は 11 月 13 日から 19 

日までの数字となる。この期間の累計感染者は 3957 人（1 日平

均565 人）、死者は69 人（1 日平均9人）

となった。前週と比べると、感染者は

791 人増、死者は 27 人増となり、前週

を上回る状況が続いている。

  また、今年 1 月 1 日からの累計感染

者は 247 万 8895 人、累計死亡者は 1 万 1408 人となっている。

【第4面に続く】

11月16日～11月23日11月16日～11月23日11月16日～11月23日

https://www.yamatoprotec.co.jp/
https://bangkokcp.com/corporateinfo/yamato-protec-asia-co-ltd/
https://nairegolf-th.com/
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【第5面に続く】

【第3面から続く】

ハリス米副大統領　タイの原子力開発への支援表明
  バンコクで 11 月 18 日と 19 日に開催された APEC（アジア太平

洋地域経済協力）首脳会議に出席するためタイを訪問したカマラ・

ハリス米副大統領は 19 日、気候変動に対抗するプログラムの一

環として、新しい小型原子炉を用いた原子力開発について米国が

タイを支援すると表明した。

  米政府によれば、工場で組み立てる小型原子炉は持ち運び可能

で、緊急事態が生じた際、人の手でシャットダウンする必要がな

いとのことだ。小型原子炉の開発については、中国、ロシア、ア

ルゼンチンなどが米国のライバルとなっている。

APEC 首脳会議会場に移動中のデモ隊にゴム弾発射
  APEC 首脳会議が行われた 11 月 18 日、バンコク都内の民主主義

記念塔に集まったデモ隊が首脳会議の会場であるクイーン・シリ

キット国立会議センターに向かおうとしたことから、警官隊が移

動を阻止するためデモ隊に対しゴム弾を発射するとともに、デモ

参加者 25 人を逮捕した。治安当局は、ゴム弾発射やデモ参加者

逮捕の理由として、約 350 人の集会参加者が許可された場所から

国立会議センターに向かう動きを見せたためと説明した。

  また、デモ隊制止の際、ロイターなどの記者 2 人が負傷したと

されるがダムロンサク警察庁長官は、事実関係を解明するための

調査を実施する方針を明らかにした。記者負傷に関連する動画や

写真などを詳しく調べ、当局側に過剰反応が確認された場合は責

任者を処罰するとのことだ。

政府系シンクタンク　来年のタイ経済成長を３～４％と予測
  政府系シンクタンクの国家経済社会開発評議会（NESDC）によ

れば、来年は観光産業の回復、公共・民間投資の拡大、農業部門

の成長などのプラス要因によりタイの経済成長率が 3～ 4％（平

均 3.5％）に達することが見込まれるという。今年の成長率は

3.2％と推定されている。

  また、観光収入であるが、今年は外国人観光客が 1020 万人に

増え、5700 億バーツに達する見込みだが、来年はそれぞれ 2350

万人、1兆2000億バーツに拡大する見通しという。なお、個人消費、

民間投資、公共投資の来年の成長率予測は、それぞれ 3.0％、2.6％、

2.4％となっている。

バンコク首都圏の土地価格　前年比で約１割アップ
  タイ証券取引所（SET）上場の不動産開発会社、スパライによれば、

バンコク首都圏では今年第 3四半期（7～ 9月）における空き地の

値段が前年同期比で 10.3％上昇し、過去 5四半期で最高となった。

  トリテチャ同社社長は、「今年になって固定資産税の税率が通

常レベルに引き上げられたが、バンコクとその近隣県では空き地

の販売価格が下がっていない」と話す。同社長によれば、土地を

所有することが負担だと思う人や固定資産税を納めたくないと思

う人はすでに土地を手放しており、現在の地主は納税を気にして

いない層とのことだ。

ホテル向けソフトローン計画を閣議承認　融資条件を緩和
  タイ政府は 11 月 22 日の閣議で、小規模ホテルとそのサプライ

チェーンを対象とした 50 億バーツのソフトローン計画を承認し

た。アヌチャ政府報道官によれば、同計画ではホテルを運営する

ための許可を申請中の事業者もローン申請できるなど融資条件が

これまでに比べて緩和されている。

週刊トピックス 11月16日～11月23日11月16日～11月23日

https://noat.co.th/ja/
https://www.youtube.com/watch?v=FlQ7u-d11Ps
https://fact-link.com/mem_content.php?pl=jp&mem=00004746&page=00011223
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【第4面から続く】

  さらに、これまでは過去 3 年間について少なくとも 1 年は黒字

であることが融資を受けられる条件となっていたが、今回、「過

去 3 年」が「過去 5 年」に緩和された。また、返済期間もこれま

での 7年から 10 年に延長されている。

  なお、この計画でローンを申請できるのはタイ国籍者あるいは

タイ人が株の 50％以上を保有する事業所のみとなっている。

政権党議員が 40人前後離脱の可能性　プラユット首相に追随か
  関係筋によれば、連立政権の中核をなす国民国家の力党（PPRP）

が所属議員の大量離脱の噂で揺れている。具体的には、前回の総選

挙で PPRP から首相選に出馬して首相に就任したプラユット氏が

新党に参加。これに大勢の PPRP 議員が追随するとの見方があり、

同党を離脱する議員は 40 人にのぼるとも指摘されている。

警察宿舎の近くで爆弾爆発　警官１人が死亡　タイ最南部県
  タイ南部ナラティワート県ムアン郡（県庁所在地）で 11 月 22

日午後 1 時ごろ、警察宿舎の近くで自動車に仕掛けられた爆弾が

爆発し、警察官 1 人が死亡し、少なくとも 31 人が重軽傷を負う

事件が起きた。当局の調査によれば、警察官の服装をした男が運

転してきたピックアップトラックを宿舎の近くにとめるとすぐに

車を離れ、間もなくして爆発が起きたという。

  爆発に伴い宿舎の一部が壊れたほか、近くに停めてあった複数

の車やオートバイも破損した。また、爆発で火災が発生し、消防

車が出動して消火に当たった。負傷者のうち 12 人は警察官。

タイ南部で初の女性イスラム教徒の県知事　内務省が任命
  タイ南部パタニ県の県知事にイスラム教徒の女性パティーモさ

ん（57）を任命するという内務省案が 11 月 15 日の閣議で承認さ

れた。女性イスラム教徒が県知事に就任するのは今回が初めて。

  タイ 77 都県のうち南部 14 県はイスラム教徒が比較的多いこと

で知られているが、その中でも最南端に位置するパタニ、ヤラ、

ナラティワートの 3県はイスラム色の強いエリアとなっている。

  パティーモさんはヤラ県生まれで、これまでに同県とナラティ

ワート県の副知事を務めたことがある。なお、都知事はバンコク

都では選挙で選ばれているが、その他の県では内務省によって任

命されている。

新憲法起草の是非問う国民投票　上院が廃案狙い時間稼ぎか
  新憲法起草についての是非を問う国民投票を行うとする野党案

が下院で承認されたことに伴い、上院で 11 月 21 日、同案の内容

を詳しく検討する委員会を設置することが賛成 151、反対 26、棄

権 15 で決まった。

  関係筋によれば、この日、同案を承認するか否かが上院で決ま

るはずだったが、これに代わりに委員会を設置して検討を行うこ

とが決定した。このため、一部の上院議員からは同案を廃案に追

い込むための時間稼ぎといった批判意見が出ている。上院議員の

大半は実質的に現政権が選出している。
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塩谷朋之

  11 月 17 日のドルバーツは 35.80 近辺でスタート。前日の強い

米小売り売上高を受けて、アジア時間には 35.90 レベルまでドル

買いが進むもその後は方向感なく 35.70 台へと低下した。海外時

間には、ブラードセントルイス連銀総裁のタカ派コメントを受け

て一時 36 ちょうど越えまで上伸。しかし影響は限定的で再度

35.80 台へと押し戻された。

　18日のドルバーツは35.80台でスタート。特段の材料がない中、

動意に乏しい展開で狭いレンジでの推移となった。

　21 日のドルバーツは 35.80 台でスタートした後ドル買いが進み

36 台へと上昇した。中国でのコロナウイルス感染による死者が数

カ月ぶりに報告されたことや、一部地域で制限措置が再び強化さ

れたことでアジア通貨売りが強まる形となった。海外時間に入っ

てもこの傾向は続き、ドルバーツは 36.30 台まで値を上げた。こ

の日発表された、タイの第 3 四半期（3Q）の GDP 成長率は前期の

2.5% から 4.5% に加速した。ただし、市場への影響は限定的であっ

た。

　22 日のドルバーツは 36.30 台から 36.10 台へと緩やかに下落。

その後は、23 日の日本休日、24 日の米国休日を控えて市場の流

動性が低下する中で、特段のニュースもなく 36.10 レベルをはさ

んだ狭いレンジでの値動きとなった。

　23 日のドルバーツは 36.10 近辺でスタート。日本休日のため市

場参加者も限定的となる状況下、中国でコロナ感染者数が増加し

ており大都市での行動制限が示されるなど再びコロナ規制が強化

されるとの懸念から人民元をはじめとしてアジア通貨が売られる

流れにドルバーツは 36.20 台後半まで上昇した。一転、海外時間

には中国人銀銀行が預金準備率を引き下げるのではとのニュース

や利上げペースの鈍化が近々妥当になるとの判断が示された連邦

公開市場委員会（FOMC）議事録を受けて 36 ちょうどのレベルま

で下げた。

ボラタイルな状況は継続ながら、ドル売りが優勢となるか
  足許の相場のテーマは、Fed の政策およびグローバルな景気動

向となっている。11 月中旬に発表された米消費者物価指数（CPI）

や生産者物価指数（PPI）は予想比弱く、12 月の FOMC に向けて利

上げ速度の鈍化を織り込むには十分な内容となった。FOMC メン

バーはインフレ対応を完遂する方向で意見が合致しているもの

の、どの金利水準まで上げるべきか、どのペースで利上げをする

かなどはばらつきがあり、この方向性を見極めるために経済指標

を見ながらのドルは神経質な動きとなっている。

  もう一つのテーマであるグローバルな景気動向については、中

国のコロナ感染者数の増加やそれに伴う制限強化懸念が燻ってい

る状況下、アジア通貨は軟調に推移しやすい環境となっている。

2 つのテーマの方向性が不透明な状況下、しばらくは経済指標や

ヘッドラインニュースを受けたボラタイルな展開が続くものと考

える。ただし、中国は隔離期間の一部短縮や不動産市場への支援

策など経済回復への道筋を探っていることや、長期のドル買いト

レンドの要因であった米連邦準備制度（Fed）の積極的なスタン

スが緩やかになる可能性があることに鑑みるとドル売りが優勢に

なりやすいのではないかと考える。 （11 月 24 日　07：30）

中国のコロナ制限強化懸念がアジア通貨に波及、
バーツは軟調推移

https://www.youtube.com/watch?v=Lf2Z7FKsi2I
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オフイスまえかわ

前川 佳徳
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  11 月 8 日、米国で連邦議会などの中間選挙が行われた。事前予想で

は共和党が圧勝するとされていたが、下院で共和党が過半数を取れた

ものの、上院では民主党が半数を獲得し、主導権を維持する見通しと

なった。選挙後の10日にバイデン大統領は、「レッドウェーブ（赤い波）

は起きなかった」と強調した。レッド（赤）は共和党のシンボルカラー

で、レッドウェーブ（赤い波）とは共和党の圧勝を指している。民主党

のシンボルカラーはブルー（青）で、今回の選挙結果を、共和党の「赤い

波」を民主党の「青い防波堤」が阻んだとも表現される。

  米国では、共和党は保守・右派で、シンボルカラーは赤、民主党

は革新・左派で、シンボルカラーは青とされている。米国でこのよ

うに政党のシンボルカラーが固定されるようになったのは 2000 年頃

からで、それ以前には逆に、民主党が赤、共和党が青になっていた

こともあったようである。筆者の感覚では、革新･左派政党が赤色、

保守･右派政党が青色の方がイメージに合っているので、共和党の保

守･右派が赤色で示されるのには少々違和感がある。しかし、日本で

も自民党（保守）の政党カラーは赤色で、立憲民主党（革新）の政

党カラーは青色とのこと。これも筆者としては違和感があるが、日

本では、与党が赤系統の色、野党は青系統の色とする傾向が浸透し

ているとのことである。

  なお、タイでは赤シャツ（タクシン派）と、黄シャツ（反タクシン派）

とのせめぎ合いがあった。赤シャツ（タクシン派）は革新･左派系と見

なされるが、赤色についてはタイの国旗である三色旗の、「国家および

国民の団結心」を表わす「赤」から来ていると言われる。黄シャツ派は

王室支持を掲げており、前プミポン国王の誕生日カラーの黄色を使っ

たと言われる。今、赤シャツ（タクシン派）は次期総選挙に向けて、反プ

ラユット政権として動いているようである。

  党のイメージカラーを党名に全面に出しているのは「緑の党」であ

る。環境主義、多文化主義、反戦などを信条として、その実現を目指す

政党である。世界各国にあり、最近はエコロジー、脱炭素、反原発を主

張している。要するに「グリーンな世界」を取り戻そうとする動きに力

を入れている。日本の「緑の党」は、3.11 福島原発事故を契機として、

2012 年 7 月に結成され、原発ゼロ、フェアな社会等を掲げている。地方

議会議員はいるが、まだ国会に議席を得られていない。

  注目はドイツの「緑の党」である。ドイツでは 2021 年 12 月、そ

れまでの 16 年間政権を率いてきたメルケル氏の CDU（キリスト教民

主同盟）に変わって SPD（ドイツ社会民主党）のショルツ氏による政

権が発足した。総選挙での得票率の結果は、SPD が 25.7％、CDU が

24.1％、緑の党が 14.8％、FDP（ドイツ自由民主党）が 11.5％であった。

SPD は勝ったものの大勝とはならず、ショルツ政権は、緑の党、FDP

を加えた 3 党連立政権となった。ショルツ首相は地味なイメージで、

むしろ経済･気候保護大臣兼副首相のハーベック氏、外務大臣のベア

ボック氏の方が目立っているとのことである。この 2人の大臣は「緑

の党」所属である。ドイツにおいて「緑の党」は今でこそ環境党の

ような顔をしているが、出自は新左翼を起点にしたかなりの左翼政

党と言われている。

  「緑の党」を揶揄して、「スイカ」と評することがある。外から見ると

緑の球体であるが、割ってみると中身は真っ赤である。表面的には緑

（環境等）の主張をしているが、その本性は真っ赤（共産主義）であると

いう評価なのである。その極端な動きは「エコファシスト」と表現され

たりする。経済成長、貧困解消などの問題をすべて無視してでも環境

問題を第一にしなければならないと主張する立場を「エコファシス

ト」と表現したのである。主張していることは正しいが、そのことへの

125 ⾚い波⾚い波⾚い波

【第8面に続く】

https://bangkokshuho.com/solarpower-material/
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【第7面から続く】

技術的な裏付け無しの極端な議論を現実化しようとすると、そこには

強権的な政治が必要となる。例えば、環境問題を解決するためには、資

本主義体制を変革しなければならないとの主張になり、資本主義体

制、自由民主主義体制の否定となり、それが独裁への温床となる。

筆者の若い頃の学生運動では、「安保粉砕、闘争勝利」を叫んでデモを

した。正しいと信ずる主張のためには、大学を占拠・封鎖しても、公共

の道路を占拠してデモ行進してもよいと考えていた。しかし今は、安

保がなければ日本は大丈夫かという状況である。

  欧州で、ゴッホの絵画「ひまわり」にトマトスープをかけたり、レオ

ナルド･ダ･ヴィンチの「モナリザ」にケーキを投げつけたりする、若者

による事件が続出している。彼らは、「絵画と、地球の人々の命をを守

ること、どちらが大切なのか」と訴えるためにやっているとのこと。正

義の実践のためなら、犯罪行為も許されると考えている。「炭素社会＝

資本主義体制の粉砕」と叫んでいるのであろうが、その主張を広める

ためには、犯罪的行為も許されていると考えているのであろう。

米国共和党（とくにトランプ前大統領）の「赤い波」よりも、欧州での

「エコファシスト」による「赤い波」の方が注意しておかなければなら

ない動きである。それらがやがて「赤化＝共産主義」から「黒化＝独裁

主義」に向かっていくことを筆者は懸念している。

[PROFILE]  同志社大学院工学研究科･神学研究科修了。工学博士･神

学修士。大学教授（情報システム）､ベンチャー会社代表取締役（デジ

タルものづくり）､日本キリスト教団伝道師を兼務していた。現在は奈

良にて ASEAN･ものづくりの情報提供。

  

  バリシアゴルフリンクスのモチーフとなっている

「リドー・ゴルフクラブ」の最終ホールは「Home」。

これはアリスター・マッケンジー博士（写真）が世

の中に出るきっかけとなった、カントリーライフ誌

主催のゴルフホールデザインコンペの入賞作を再現

したものです。

  マッケンジー博士が考案したホールは 5 種類の攻略ルートがある

パー 4 で、リスクのあるティーショットが成功すると、次のショッ

トはグリーンを狙いやすくなるというご褒美が与えられるという「リ

スクと報酬」の考えの原型といえるものです。

  コンペが開催されたのが 1914 年で、リドー・ゴルフクラブの開場

が 1917 年ですから、時間をおかずリドーでこのコンセプトを採用し

たということであり、チャールズ・ブレア・マクドナルドがいかにマッ

ケンジー博士のコンセプトに衝撃を受けたかがわかります。

  バリシアゴルフリンクスの 18 番もこの伝説的なパー 4 をモチーフ

にしていますから、攻略ルートがいくつあるかを探すのも面白いと

思います。

タイの

ゴルフコース紹介
文／小林一人
東京大学卒、ゴルフ部 OB。株式会社電通を経てゴルフ専門誌
『ゴルフトゥデイ』編集長に就任。4年間で部数を飛躍的にアッ
プさせた後、フリーのゴルフエディター、ライターになる。

マッケンジー博士が考案した伝説的なパー４第3回

https://www.shuaccounting.com/
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◆「はみ出し者」が生き延びた

  早いもので私の銀行員生活は 45 年になる。これだけ長い間、銀行

員生活を続けられるとは夢にも想像していなかった。私が就職した

当時の銀行は 55 歳が定年、しかもほとんどの人たちは 55 歳の定年

前に銀行が斡旋（あっせん）する第 2の職場へ転籍していった。30 年

以上銀行員生活を送れる人はまれであった。

  また銀行と言えば、「お堅い職場」の代名詞であった。私のような

「はみ出し者」が生き延びる世界ではなかった。平均 10％もの経済成

長をした戦後の高度成長期から経済円熟期へと移行していた 1977

年。私の就職戦争は「団塊の世代」の就職が終わり「就職氷河期」を迎

えていた。周りの友人たちの安定志向に影響され、私も気が付けば

「銀行員」になっていた。しかし恩師、友人とも私が長く銀行員を続

けられるとは思っていなかった。当時の銀行は大蔵省（当時）主導の

「護送船団方式」と通産省（当時）主導の「中小企業育成策」の下で、民

間から預金を集めさえすればいくらでも貸し出しで利益を上げる

ことができた。このため大学卒の優秀（？）な新入行員も、ただ頭を

下げてお願いするだけの「預金集め」に投入され、「人材の墓場」と揶

揄（やゆ）されるようになった。

  「はみ出し者」の私はこうしたやり方になじめず、いつの間にかは

じき飛ばされるような形で国際部門に籍を置くようになる。しかし

これが功を奏したのであろう。45 年のサラリーマン人生のうち 35

年を海外で生活することになったのである。タイの銀行員になった

からこそ、いまだに銀行員を続けていられるのである。人生を振り

返れば多くの節目があったことに気付かされる。私の場合は、銀行

員になったこと、国際部門に籍を置いたこと、米国やタイに赴任し

たこと、バンコック銀行に再就職したことなどが挙げられる。この

巡り合わせに感謝をしている。

◆銀行の｢安全神話｣、遠い過去のもの

  さて「銀行はお堅い職場である」と思われたのはなぜであろう？

　第 1 に銀行は絶対につぶれない職場であったからである。第 2 次

世界大戦からの復興をめざす上で、日本は復興資金が不足してい

た。このため当時の日本政府は、「銀行は絶対につぶさない」と国民

に約束して預金増強運動を行った。この国民からの預金を原資とし

て銀行は貸し出しを行う。その主要な貸出先である中小企業も通産

省が中心になって育成を図ったため、銀行貸し出しは保全される。

この循環がうまくいったため日本の復興が成就したのであるが、こ

の過程で銀行の安全神話が生まれた。

  また、こうした安定した職場で働く人は堅実な人が好まれる。「お

客さまの大切な預金を集めること」が当時の銀行の最も大事な業務

であるからこそ、誠実で無理をしないことが銀行員の重要な資質と

なっていった。

  しかし、高度成長期のビジネスモデルのまま「バブル」の波に踊っ

た銀行は、1990 年代に多額の不良債権に苦しむ。北海道拓殖銀行、日

本債権銀行、山一証券など大手金融機関・証券会社が次々に破綻（は

たん）し、「銀行不倒神話」が崩れる。13 行あった都市銀行もその多く

は実質破綻し、銀行統合でいつしか四つのグループに淘汰（とうた）

されていった。地方銀行も同様である。バブル期には不動産価格が

異様に高騰したため、銀行はこぞって住宅開発や住宅ローンに取り

組んだが、バブル崩壊によりこれらが不良債権化した。都市銀行も

地方銀行も、こうした不良債権問題の解決には約 10 年の歳月を要

したのである。この間、「預金→貸出」のビジネスモデルを変えられ

ない日本の金融機関は、金融庁の指導の下に「融資マニュアル」の制

定に追われる。金融庁に「おんぶに抱っこ」の日本の銀行はすっかり

主体性が喪失してしまった。

小澤　仁

【第10面に続く】

『バンカーの目のつけどころ　気のつけどころ』

漂流する日本の銀行

https://www.alsok.co.th/
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グループ

  さらに追い打ちをかけたのが、「日本銀行による大幅金融緩和政

策」である。銀行は市場金利が高止まりしているときは、高い運用金

利と安い預金金利の間で利益が保証されている。ところが現在のよ

うな「マイナス金利政策」では銀行の勝利の方程式は使えない。多く

の日本の銀行は向かうべき進路を見失ってしまったのである。

◆３メガ銀行は中小企業取引から撤退か

  ここまで他人事のように日本の銀行の現状について書いてきた

が、いまだに銀行員を続けている私にとって、これは決して他人事

ではないのである。タイの銀行も遅かれ早かれ同じような状況に追

い込まれる可能性は高い。このため、私は日本出張の都度、メガ銀行

や提携銀行、金融庁などの方々と面談して教えを請うている。前置

きが長くなったが、本稿では 9、10 月の日本出張で得た日本の銀行

の状況についてご報告したい。あくまでも私が聞いてきた内容であ

るということでご了解願いたい。

  まず、3 メガ銀行（三菱 UFJ フィナンシャル・グループ〈ＦＧ〉、み

ずほ FG、三井住友 FG）についてである。急速に支店の統廃合を進め

ている。近隣にある支店を 3、4 店集めて 1 店に統合する。競合する

地方銀行は顧客利便性を考え、顧客数の少ない店を廃店にするが、

メガ銀行は顧客数の多い繁忙店から閉店する、と聞いた。個人客を

対象とする「リテール業務」からの撤退を図っているようである。い

まや支店の店頭にはデジタルバンキングについていけない老人顧

客しか来ない。預金口座への入出金取引が中心のこれら儲からない

顧客に「高給取りの銀行員」が対応するのでは割が合わない、という

本音も聞こえる。

  高度成長期の銀行のビジネスモデルがいよいよ崩壊してきてい

る。こうしたビジネスモデルの変換は中小企業に対しても向けられ

ている。あるメガ銀行は「売り上げ 30 億円未満の企業には担当者を

廃止した」という。3 メガ銀行はどうも、中小企業取引からも撤退し

ようとしているようである。3 メガ銀行グループの収益構造はシン

ジケートローン、債券発行、企業買収のアレンジなどに伴う手数料

収入に大きく傾斜してきている。一方で、非採算取引からは撤退を

図っている。しかし自行のコスト削減のため顧客基盤を喪失させる

現在の施策が、将来の銀行業績の向上につながるか否かは歴史の判

断を待つしかない。

◆りそな銀行の動きに注目

  3 メガ銀行に次ぐ大手行のりそな銀行グループは、これとは全く

逆の方向を向いている。2000 年代初頭に経営難に陥り公的資金支援

を要請したりそな銀行グループは、元 JR 東日本副社長である細谷

英二氏を会長に迎え、「大胆なコスト削減」と「リテール業務への集

中投資」を行った。りそな銀行にとってリテール業務は自行生き残

りのための生命線である。

  3 メガ銀行の動きでもわかる通り、リテール業務はコスト削減と

合理化がなければ維持できない。3 メガ銀行からはじき出された個

人顧客や中小企業を吸収すれば、りそな銀行に規模の経済性が働く

可能性が高い。

  現に東京商工リサーチが実施した「22 年企業のメインバンク調

査」によれば、りそなホールディングス傘下の金融機関をメインバ

ンクとする企業数はみずほ FG を上回ったようである。顧客基盤を

重視するりそな銀行は、顧客情報の集積においても 3 メガ銀行を凌

駕（りょうが）する可能性がある。似たような動き方をしている銀行

に、千葉銀行など大都市圏に存在する都市型地方銀行が挙げられ

る。しかし繰り返しになるが、成否のカギはコスト削減と合理化効

果になると思われる。

◆システムコンサル業務に方向転換図る地銀も

  次に、地方銀行と信用金庫を見てみたい。これらの銀行は元々

【第9面から続く】

【第11面に続く】
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ビジネス
【第10面から続く】

横並び意識が強いが、90 年代のバブル崩壊以降、経営の方向性が

見えず右往左往しているようだった。地域や業務が限定されるため、

打てる施策が限られる。このため、アベノミクスによる超金融緩和

策という逆風をじっと耐え忍んでいる金融機関がほとんどである。

それでもコロナ禍で政府が打ち出した各種補助金や「ゼロ金利融資」

などで 22 年度は好決算を計上した金融機関も多い。

  しかし足元はとてつもない逆風となっている。黒田東彦（はるひ

こ）総裁による日本銀行の大量な国債購入により市中金融機関は多

額の余剰資金を抱えさせられた。運用先の見つからない金融機関は

これら余剰資金を、米国債を含む外国債券や各種ファンドに投資す

る。しかし、欧米各国の「コロナ禍からの金融正常化」の中で、日

本の金融機関が保有する外国債券などに多額の含み損が発生してい

るのである。11 月 13 日付の日本経済新聞によれば、9 月末時点で

の 3 メガ銀行の外国債の含み損は 4 兆円を超えるという。これは 3

メガ銀行の年間収益の 2 年分に当たる。ALM（Asset Liability 

Management＝資産・負債の総合管理）手法に長けた 3 メガ銀行にし

てこのありさまである。地方銀行はこれ以上に惨憺（さんたん）た

る状況であると想像される。自己資本比率の低い地方銀行などの中

には、早晩「経営危機」に陥るところも出てくる可能性が高い。さ

らに、コロナ禍が一段落すると、政府による企業向け補助金や各種

融資制度も打ち切られる。

  このため経営難に陥る貸出先も生まれてくるに違いない。半数以

上の地方銀行は活動をほとんどやめて鳴りを潜めている、と聞いた。

前向きな施策を打てる余裕をなくしてしまったのかもしれない。

  地方銀行の中では北国銀行、福岡銀行、伊予銀行などがシステム

コンサルタント業務に方向転換しようとしている。従来の銀行業務

が儲からなくなっているため、過去にもコンサル業務の強化を打ち

出した銀行は多い。経営アドバイス、企業買収、事業承継、ビジネ

スマッチングなどの業務であるが、外部の専門会社と提携するおざ

なりな施策が大半で、採算に合うコンサル業務に仕上がった事例は

ない。

◆銀行本来の役割は製造業やサービス業を支える裏方

  私自身もこうしたことにトライしたが、顧客からお金を徴求する

のは難しかった。日本人は「こうした業務は無料で受けられるサー

ビス」との認識を強く持っている。直接顧客の利益に結びつくよう

なサービスを提供しないと、対価としての料金はいただけないよう

である。こうした点からは、システムコンサルタント業務の成功の

可能性はあると思われる。

  ただし東京など大都市圏では、アクセンチュアや船井総研など大

手のコンサルタント会社がすでにこうした業務に本格的に参入して

いる。大手コンサルタント会社が手を出しにくい地方で成功の可能

性が残されているようである。すでにコンサルタント会社やシステ

ム会社を銀行から分離して、積極的にこの業務に乗り出している北

国銀行からは目が離せない。

  こうして見てくると、日本の銀行はいよいよ、がけっぷちに追い

込まれているように見える。私が若いころは「銀行は虚業である」

と教え込まれた。銀行は「製造業やサービス業を支える裏方の役割

である」ことを自戒するために言われた言葉である。日本の国力が

落ち込む中で銀行だけが繫栄することはない、と私は思う。銀行が

再び輝くためには「顧客のためになる存在であり続けること」が最

も重要だ、と私は信じて疑わない。

小澤　仁（おざわ・ひとし）
バンコック銀行執行副頭取。1977年東海銀行入行。2003年より現職。米国在住

10年。バンコク在住24年。趣味：クラシック歌唱、サックス・フルート演奏。

「ニュース屋台村」 さまざまな分野の執筆陣が時代をナビゲート
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